


　平成22年10月から有働信昭理事長から引き継いで院長に就任した大塚

直尚です。

　病院と同じ昭和36年に熊本市に生まれました。一橋大学経済学部を出

て民間放送局で営業の仕事をしましたが、考えがあって24歳で大学の3年

生に編入して心理学と哲学を勉強した後、指導教官の勧めで医学部に進

学し、32歳で医者になりました。東京都立松沢病院や熊本県立こころの医

療センターなど公立病院に15年勤めた後、平成21年5月に当院に参りました。

よろしくお願いいたします。

　私が医師になった頃は、精神科医療はまだ入院が中心で、社会からは敷

居も高く、患者さんも少なかったことから比較的時間があり、入院患者さんと

一緒にレクレーションに興じたり出来る時代でした。ですから「精神科医に

なる」と言うと、学友からは変人扱いされ、親や親せきからはがっかりされた

ものでした。

　ところがどうでしょう、治療薬の進歩で新たに長期の入院を要する患者さ

んは減る一方、自殺の増加に象徴されるように「こころ」を病む人は激増し、

今や精神科の外来はてんてこ舞いになりつつあります。今では医学部の中

でも精神科はそれほど特殊なところではなくなり、認知症が気になりだしたの

か、親戚からも頼りにされるようになりました。こういう時代が来るとは、医師

になりたての頃の私は、夢にも思いませんでした。

　政治はどの党が政権を取ってもあまり変わらないようですが、様々な技術

革新の結果、新たな産業が生まれ、時代遅れになった産業は衰退し、街は

様変わりして、私たちの生活も大きく変化しました。しかし人の「こころ」はそ

うそう変るものではありません。ですから、時にはきしみ、くたびれ、それが長

引くと病気になるのでしょう。三年寝太郎のように長い休養が保証されれば、

病院に行かなくても、こころの病は治ると思います。しかし現代人には時間

がありません。私自身は、これはたいへん不幸なことだと思っています。



　今年は稀に見る大雪で年が明け、大変寒い日が続きました。

　早いもので平成20年7月より看護部長の職に就き3年目に入りました。職員や色々

な方の支え・助言を受けながらどうにか大役を果たしているところです。

　さて、当病院では、看護高等専修学校をはじめ、リハビリテーション学院の救急

救命学科学生の臨地実習などを引き受けていますが、学生指導には大変苦慮し

ていました。しかし、一昨年実習指導者講習会を受講したスタッフが中心となり、

今では、実習の内容も随分充実し、新入職員の指導にも良い結果が出ているよう

です。これからも、職員教育の向上を図るために院内外の研修会に多く参加でき

るよう計画していくつもりです。

　また、今年は開院50周年という大きな節目の年になります。昨年には院長交代

もあり、新体制になりました。先代から受け継がれた伝統を継承しつつ、改善すべ

き点については前向きに検討していく良い機会だと思っています。

　現在、精神科においては入院患者様の地域移行に向けた働きかけが重視され

ていますが、その一方で入院生活を送らざるを得ない患者様も多くおられます。

高齢化が進み合併症を抱えた患者様が多いなか、安心で快適な環境で入院生活が

送れるよう日々の看護にあたっていくことが求められると思います。










